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力
作

募
集
中

幻
の
寺八

辺
を
歩
く

匝瑳

探訪
84

真
福
寺
跡
に
残
る
墓
石

　

読
み
方
の
む
ず
か
し
い
地
名
が

市
内
に
い
く
つ
か
あ
り
ま
す
が
、

吉
田
地
区
の
「
八
辺
」
も
そ
の
一

つ
で
し
ょ
う
。

　

県
道
１
０
６
号
八
日
市
場
佐
倉

線
を
多
古
方
面
に
向
か
い
木
積

（
豊
栄
地
区
）
を
過
ぎ
、「
八
辺
入

口
」
の
看
板
を
右
に
入
る
と
集
落

が
あ
り
ま
す
。

　

千
葉
県
内
で
台
地
や
丘
陵
地
の

中
で
一
段
低
く
な
っ
た
谷
あ
い
の

土
地
や
田
ん
ぼ
が
「
ヤ
ツ
」
や
「
サ

ク
」
と
よ
ば
れ
、「
谷
津
」「
谷
」
な

ど
と
表
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
八
辺

区
内
に
は
貝
塚
や
古
墳
な
ど
古
代

遺
跡
が
あ
り
、
集
落
は
中
世
か
ら

形
成
さ
れ
た
と
み
ら
れ
、
そ
う
し

た
地
形
か
ら
生
ま
れ
た
地
名
と
考

え
ら
れ
ま
す
。
区
の
ほ
ぼ
中
央
の

一
段
低
い
か
な
り
広
い
場
所
に
小

さ
な
堂
が
あ
り
、
こ
こ
に

「
幻
の
寺
」
と
も
い
え
る

真
福
寺
が
あ
り
ま
し
た
。

　

同
寺
は
米
倉
（
中
央
地

区
）
西
光
寺
の
大
檀
那
・

椎
名
氏
の
支
援
を
受
け
１

５
０
０
年
代
に
建
て
ら
れ

た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
こ

の
寺
の
住
職
に
同
所
鈴
木

氏
の
出
と
伝
わ
る
照
海
と

い
う
僧
侶
が
い
ま
し
た
。

　

照
海
は
江
戸
に
出
て
、

１
６
０
５
年
に
徳
川
家
康

に
お
目
見
え
を
許
さ
れ
る

ほ
ど
の
地
位
に
上
り
つ
め

ま
し
た
。
そ
し
て
幕
府
重

鎮
の
青
山
常
陸
介
忠
成
の

援
助
で
江
戸
・
愛
宕
下
に

寺
を
建
て
、
寺
の
名
を
八
辺
と
同

じ
真
福
寺
と
し
住
職
と
な
り
ま
し

た
。

　

１
５
９
１
年
徳
川
家
は
、
有
力

寺
社
に
対
し
土
地
を
与
え
ま
し
た
。

こ
れ
が
朱
印
地
で
、
そ
れ
を
下
知

さ
せ
る
の
が
朱
印
状
で
す
。
こ
の

時
、
市
内
で
は
飯
高
寺
（
30
石
）、

西
光
寺
（
20
石
）、
真
福
寺
（
12

石
）、
松
山
神
社
（
10
石
）
の
３
寺

１
社
が
朱
印
地
を
得
ま
し
た
。
真

福
寺
に
関
す
る
史
料
は
あ
り
ま
せ

ん
が
、
他
の
記
録
か
ら
八
辺
村
の

土
地
お
よ
そ
一
町
数
反
歩
を
同
寺

が
拝
領
し
た
と
み
ら
れ
ま
す
。

　

朱
印
状
に
は
江
戸
時
代
初
め

「
谷
部
」
や
「
矢
部
」
と
村
名
が
書

か
れ
、
１
６
８
５
年
頃
か
ら
「
八

辺
」
と
な
っ
た
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

１
８
５
２
年
の
同
村
の
家
数
は

32
軒
、
そ
の
多
く
が
日
蓮
宗
妙
福

寺
の
檀
家
で
、
真
言
宗
真
福
寺
は

明
治
初
年
に
朱
印
地
が
政
府
に
返

さ
れ
た
た
め
廃
寺
の
道
を
た
ど
っ

た
と
思
わ
れ
ま
す
。
寺
跡
に
は
数

基
の
墓
石
が
残
る
の
み
で
す
が
、

４
月
の
お
大
師
参
り
に
は
小
堂
に

も
立
ち
寄
り
ま
す
。

　

同
区
妙
福
寺
裏
山
の
「
根
渡
神

社
」
は
、
珍
し
い
神
社
名
と
し
て

関
心
が
持
た
れ
て
い
ま
す
。

（
元
市
職
員
・
依
知
川
雅
一
）
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城
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推
薦

川
口　

城
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推
薦

き　

ぶ　

し

ま
が
き

ひ
ば
り

や
っ
ぺ

し
ょ
う
か
い

あ
お
や
ま
ひ
た
ち
の
す
け
た
だ
な
り

ね
わ
た
り

げ　

ち

花
冷
え
や
同
じ
故
郷
の
小
児
科
医 

八
日
市
場
ハ　

大
川　
　

子

花
咲
い
て
山
を
大
き
く
座
ら
せ
る 

上
谷
中　
　
　

太
田
三
樹
夫

木
五
倍
子
咲
き
空
の
青
さ
を
区
切
り
た
る 

八
日
市
場
ロ　

高
安
せ
い
子

水
田
べ
り
雲
雀
の
こ
ゑ
の
よ
く
響
く 

内　

山　
　
　

椿　
　

和
枝

糸
切
り
歯
チ
ラ
リ
の
ぞ
か
せ
櫻
餅 

横
須
賀　
　
　

岩
井　

や
す

風
光
る
グ
ロ
ー
ブ
磨
く
少
年
に 

蕪　

里　
　
　

山
﨑　
　

仲

ひ
と
す
ぢ
に
波
輝
き
て
春
日
出
づ 

堀　

川　
　
　

高
野　
　

操

筍
の
ぬ
っ
と
出
で
た
る
籬
か
な 

栢　

田　
　
　

伊
藤　

定
子

干
し
物
を
た
た
む
つ
い
で
の
日
向
ぼ
こ 

今　

泉　
　
　

野
仲　

妙
子

腰
痛
も
忘
れ
て
座
る
ク
ラ
ス
会 

春　

海　
　
　

大
木　

悦
子

親
離
れ
晴
れ
の
巢
立
ち
の
祝
い
酒 

飯　

高　
　
　

松
野　

敏
昭

高
齢
者
湯
巡
り
旅
の
出
来
る
幸 

八
日
市
場
イ　

河
野
十
九
人

足
宥
め
気
の
向
く
ま
ま
に
古
寺
巡
り 

長　

谷　
　
　

石
毛
惣
一
郎

終
戦
で
貰
っ
た
自
由
忘
れ
勝
ち 

飯　

塚　
　
　

鈴
木
ツ
ネ
子

車
椅
子
友
に
押
さ
れ
て
す
る
花
見 

八
日
市
場
イ　

関
川　

幸
子

子
育
て
へ
燕
来
る
の
を
待
つ
我
が
家 

八
日
市
場
イ　

常
世
田
や
す
子

手
付
か
ず
の
瓦
礫
の
山
に
草
が
生
え 

八
日
市
場
イ　

鈴
木
十
世
志

茶
柱
に
今
日
一
日
の
無
事
願
う 

川　

辺　
　
　

及
川　

利
道
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